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電 気 事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書

ァーストエスコ 代 表取締役社長 筒 見憲三

「
F

当社では、次の3つの事業を融合させた総合エネルギーサービス事業を展開しております。
省エネルギー支援サービス事業
当社のメイン事業として、初競投資なしでお客様の省エネルギー対策をサポートする事業
で、工揚からスーバー等お客様のご要望に合わせたご提案をしております。

京都競定春の発効で本格化するC02削減ニーズに対応し、環境価値の高い新エネルギーに
よる木質′`イオマステンプの発電所の開発・建投及び運営を行いま抗
・電カビジネス芋葉
工場 大 規模オフイスピル・スーパー等大日から小日まで幅広く電力自由化対祭章薬所へ

の小売を目的とした電カビジネス事業を行つていま坑

電事業等に係る取組方針」
社の本質パイオマス発電所の電力をペース電流として利用しま曳
パイオマス発電所の利用率の向上、及び調整帰発電所の運転効率の向上により、CO力F
Iの首Ⅲ減に努あます。

「その他の温暖化対策に係る取組方針」
卓エネタレギー支援サービス事業所輩却円と連携し、お客様に対し、省エネルギーめ推進を握
していきま丸

球 温 暖 化 対
基 本 方

オマス発電所所管部門と電力小売事業をおこなう電カビジネス部が連携して、発電
こなつていきます。

ビス宰業所管部門と運擁し、お客様に対し、省エネルギー閲連情報を
していきます。
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パイオマス発電所の経続的な利用及び新エネルギーの利用によリウト出係数の維持 改 善
ます。
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記  事

この巧え万′
から電気の供給を開始し3ヶ月分の電力量となつており、平成18年度から

子会社の木質パイオマス発電所からPPS法に定められた必要量を調達しま丸

駒我17年度は1月から電気の供給を開始し3ヶ月分の電力室となっており、平成18年度から

12ヶ月分の電気供給量となりま曳

ところ、未利用エネルギー等の利用の計画はありませんが、導入に向け努力しま曳

している発電所については、部分負荷運転による効率低下を避けるぺく、効率

き続き、省エネルギー提案ならびにESCl事業を推進することで、地球温暖化防■に努めま

自社オフイスでの節電、空朋管理などの省エネの他、CFI(グ リ
ーン 。フューエル ・イニシ

アチブ)構 想による森林系バイオマス燃料製造事業への参画などによる再生可能エネタレギ
ー


